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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料を少なくとも２つの成分に分離する遠心分離機であって、
　遠心分離される試料を受容するチャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；
５００）と、
　該チャンバに位置する該試料の分離の進展を検出する手段（１８８；２３７；８１０）
と
　を備えており、
　該チャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）は、
　　円形のベースプレートであって、該ベースプレートの中心が回転軸に対して実質的に
垂直に配向される、ベースプレートと、
　　該ベースプレートに対して実質的に垂直に配向される、外装材と、
　　円形のカバープレート（１９２；８００）であって、該ベースプレートから遠く離れ
ている該外装材の縁の上に配置可能である、カバープレートと
　を含み、
　該試料の該分離の進展を検出する該手段（１８８；２３７；８１０）は、該ベースプレ
ートまたは該カバープレート（１９２；８００）に配置されており、
　該試料の該分離の進展を検出する該手段（１８８；２３７；８１０）は、該試料が検出
可能となるように遠心分離中に進入することができる、該ベースプレートまたは該カバー
プレート（１９２；８００）内に位置するチャネル（１８６；２０５；８０１）または間
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隙（８０１）に配置されることを特徴とし、
　該チャネル（１８６；２０５；８０１）または間隙（８０１）は、該ベースプレートま
たは該カバープレート（１９２；８００）の該回転軸に位置する領域から該ベースプレー
トまたは該カバープレート（１９２；８００）の周囲に位置する領域まで、放射状に延在
するように配向されることを特徴とする、遠心分離機。
【請求項２】
　前記分離の進展を検出する前記手段（１８８；２３７；８１０）は、
　光源からの光が、分離されつつある試料の少なくとも一部を、少なくとも部分的に透過
することと、
　該試料の少なくとも一部を通過する光を、光検出器によって検出することと
　が可能であるように配置されることを特徴とする、請求項１に記載の遠心分離機。
【請求項３】
　前記分離の進展を検出する前記手段（１８８；２３７；８１０）は、前記チャンバ（１
７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）の回転軸（１７６）に対して本質的に
垂直に、該チャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）に位置するこ
とを特徴とする、請求項１または２に記載の遠心分離機。
【請求項４】
　前記試料の前記分離の進展を検出する前記手段（１８８；２３７；８１０）は、光源か
らの光が、該試料の少なくとも一部を透過させられることができるように位置する、窓、
鏡、またはプリズムであり、該窓、鏡、またはプリズムから出る該光は、各々、光検出器
によって検出可能であることを特徴とする、請求項１～３のうちのいずれか一項に記載の
遠心分離機。
【請求項５】
　前記窓、プリズム（１８８；２３７；８１０）、または鏡は、前記チャネル（１８６；
２０５；８０１）または間隙（８０１）を覆うように配置されることを特徴とする、請求
項４に記載の遠心分離機。
【請求項６】
　前記チャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）は、細胞の培養の
ための容器であることを特徴とする、請求項１～５のうちのいずれか一項に記載の遠心分
離機。
【請求項７】
　前記チャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）は、その上で細胞
を増殖させるための少なくとも１つの層状構造を備えることを特徴とする、請求項１～６
のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機。
【請求項８】
　前記チャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）は、使い捨てであ
ることを特徴とする、請求項１～７のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機。
【請求項９】
　前記チャンバ（１７０；１９０；２０１；２２０；２５０；５００）は、滅菌すること
ができることを特徴とする、請求項１～８のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機。
【請求項１０】
　前記チャンバは、プラスチック、ポリスチロール（ＰＳ）、ポリスチレン、ポリ塩化ビ
ニル、ポリカーボネート、ガラス、ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリメチル
メタクリルレート（ＰＭＭＡ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリテトラフ
ルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）、シリコーン、ポリエチ
レン（ＰＥ）、コラーゲン、キチン、アルギン酸塩、ヒアルロン酸誘導体、ポリラクチド
（ＰＬＡ）、ポリグリコリド（ＰＧＡ）、およびそれらの共重合体、ポリスチロール（Ｐ
Ｓ）、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリアクリレート、セラミック、ハイドロキシ
アパタイト（ＨＡ）およびリン酸カルシウムのようなガラス材料、および上記の材料のう
ちの１つ以上を備える組成物から成る群より選択される材料を含むか、または、該材料で
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作られることを特徴とする、請求項１～９のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機。
【請求項１１】
　前記ベースプレートは、前記チャンバ内にガスを送達するための１つ以上の開口部を保
有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の遠心分離機。
【請求項１２】
　前記ベースプレートは、少なくとも１つのセンサパッドを備えている、請求項１～１１
のいずれか一項に記載の遠心分離機。
【請求項１３】
　少なくとも２つの成分に分離されることができる試料を提供することと、
　請求項１～１２のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機の中で該試料を遠心分離する
ことと
　を含む、試料を少なくとも２つの成分に分離するための方法。
【請求項１４】
　特に、前記試料の層の形成、ｐＨ値の変化、および／または温度の変化を検出すること
によって、前記分離の進展を検出することをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記試料は、生体試料である、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記生体試料は、血液、骨髄、細胞、または、細胞および／もしくは細胞成分を含む組
成物である、請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、試料を少なくとも２つの成分に分離するための遠心分離機と、この遠心分離
機が使用される、試料を少なくとも２つの成分に分離するための方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　遠心分離は、試料をその成分のうちの少なくとも２つに分離する物理的方法において使
用することができる。具体的には、遠心分離は、生体起源の試料を２つ以上の成分に分離
する技術において使用される。次いで、これらの成分は、別々にさらに処理することがで
きる。
【０００３】
　遠心分離を行う時には、試料が構成する成分の分離の進展を監視できることが有利であ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の基礎にある課題は、分離過程の進展の監視を可能にした遠心分離
を行う手段を提供することであった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の基礎にある課題は、いずれも本明細書で説明されるような、遠心分離機および
この遠心分離機を使用する方法の両方によって解決される。
【０００６】
　本発明の一側面では、試料を少なくとも２つの成分に分離するための遠心分離機が提供
される。そのような遠心分離機は、遠心分離される試料を受容するためのチャンバ（また
は処理チャンバあるいは回転容器）と、チャンバに位置する試料分離の進展を制御するた
めの手段とを備える。試料の分離は、相互から分離される、少なくとも第１の成分および
第２の成分をもたらす。したがって、成分は、検出することができる、遠心分離機チャン
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バの中の層を形成する。
【０００７】
　本発明の好ましい実施形態では、試料分離の進展を制御するための手段は、光源からの
光を、試料の少なくとも一部に透過させることができるように位置する、窓、鏡、または
プリズムであり、プリズムから出る光は、光検出器によって検出可能である。さらに、試
料分離の進展を制御するための手段は、２つのプリズムセクションが鏡像対称様式で整列
している、二重プリズムとなり得る。
【０００８】
　遠心分離機のチャンバは、円形ベースプレートであって、その中心が回転軸に対して実
質的に垂直に配向される、円形ベースプレートと、外装材または壁であって、ベースプレ
ートおよび外装材がともにポット状構造（チャンバの下方部分）を形成するように、ベー
スプレートに対して実質的に垂直に配向される、外装材または壁と、円形カバープレート
（蓋；チャンバの上方部分）であって、ベースプレートから離れているか、またはベース
プレートの反対側にあるか、外装材の縁の上に配置可能であり、その中心が回転軸に対し
て実質的に垂直に配向される、円形カバープレート（蓋；チャンバの上方部分）とを備え
る。それにより、ポット状底部および蓋形状の上部から成る、閉鎖遠心分離チャンバが形
成される。
【０００９】
　一実施形態では、試料分離の進展を制御する手段は、チャンバのベースプレートまたは
カバープレートに配置される。試料分離の進展を制御する手段（例えば、プリズムまたは
二重プリズム）は、チャンバのカバープレートに配置されることが好ましい。
【００１０】
　試料分離の進展を制御する手段は、好ましくは、遠心分離中に、試料がチャネルまたは
間隙に進入することができるように、ベースプレートまたはカバープレートの中に位置す
るチャネルまたは間隙に配置されることにより、試料は検出可能となる。言い換えれば、
チャネルまたは間隙は、遠心分離に試料の少なくとも一部がそれに流入することができる
ように構成される。具体的には、光は試料の異なる成分を少なくとも部分的に透過するこ
とができるので、試料の分離が検出可能となる。それにより、試料分離が完了した時の判
定を可能にする、信号が生成される。加えて、チャンバは、遠心分離中に試料の成分がチ
ャンバから排出されることを可能にする、出口開口部を備えることができる。
【００１１】
　層の形成の他に、ｐＨ値および／または温度を使用して、試料の分離を検出することも
できる。これは、図を参照してより詳細に説明される。
【００１２】
　好ましくは、チャネルは、検出手段が位置する場所に応じて、回転軸に位置する領域か
らベースプレートまたはカバープレートの周囲に位置する領域まで、直線的に放射状に伸
展するように配向される。チャネルは、両側の光が、プリズムまたは二重プリズムから、
遠心分離中に試料を担持するチャネルの中へ通ることができるように配置される。試料を
通過する光の検出は、試料の分離がどこまで進行したかを判定することと、また、試料の
異なる成分間の境界の位置を判定することも可能にする。異なる成分間の境界の位置の知
見に基づいて、チャンバに位置する少なくとも１つの出口ポートを通して、チャンバから
ある成分を排出することが可能になる。
【００１３】
　好ましい実施形態では、チャンバは、細胞の培養のための容器としての機能を果たすか
、または容器を収容することができるように構成される。それにより、遠心分離チャンバ
は、細胞培養目的、およびその中で増殖した細胞の処理のための両方で使用することがで
きる。チャンバは、細胞の増殖、分離、洗浄、細胞または異なる種類の細胞の濃縮、また
はその他等の、広い範囲の細胞培養方法が行われることを可能にする。この目的で、チャ
ンバはさらに、例えば、ガス、細胞培養培地、または類似物のための、入口/出口開口部
を備えてもよい。細胞培養条件は、当技術分野で公知である。
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【００１４】
　本発明の別の側面では、試料を少なくとも２つの成分に分離するための方法が提供され
る。そのような方法は、資料を提供するステップと、上記および本明細書で説明されるよ
うな遠心分離機の中で試料を遠心分離するステップとを含む。
【００１５】
　上記および本明細書で説明されるように、試料は、好ましくは、血液、骨髄、細胞、細
胞または細胞成分を備える組成物、または類似物等の、生体試料である。
【００１６】
　遠心分離機は、試料処理ユニットの一部となり得る。この試料処理ユニットは、少なく
とも１つの試料チャンバを有する、本明細書で説明されるような遠心分離機チャンバに連
結される、入力ポートおよび出力ポートを備えてもよく、試料処理ユニットは、試料に第
１の処理ステップを提供するように、または、チャンバの中で堆積された試料に遠心力を
作用させ、堆積試料の少なくとも第１の成分および第２の成分を分離するよう、容器を回
転させるように構成される。試料処理ユニットは、システムを形成するように試料分離ユ
ニットに連結することができる。試料分離ユニットは、試料処理ユニットの出力ポートに
連結することができ、試料分離ユニットは、分離カラムホルダと、ポンプと、流体回路お
よびホルダの中に配置された分離カラムを通る流量を少なくとも部分的に制御するように
構成される、複数の弁とを備え、分離カラムは、カラムを通して流された試料の標識成分
および非標識成分を分離するように構成される。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　試料を少なくとも２つの成分に分離する遠心分離機であって、
　遠心分離される試料を受容するチャンバを備えており、
　該試料の分離の進展を制御する手段が、該チャンバに位置することを特徴とする、遠心
分離機。
（項目２）
　前記チャンバは、
　円形のベースプレートであって、該ベースプレートの中心が回転軸に対して実質的に垂
直に配向される、ベースプレートと、
　該ベースプレートに対して実質的に垂直に配向される、外装材と、
　円形のカバープレートであって、該ベースプレートから遠く離れている該外装材の縁の
上に配置可能である、カバープレートと
　を備えることを特徴とする、項目１に記載の遠心分離機。
（項目３）
　前記試料の前記分離の進展を制御する前記手段は、前記ベースプレートまたは前記カバ
ープレートに配置されることを特徴とする、項目１または２に記載の遠心分離機。
（項目４）
　前記試料の前記分離の進展を検出する前記手段は、
　光源からの光が、分離されつつある該試料の少なくとも一部を、少なくとも部分的に透
過することと、
　該試料の少なくとも一部を通過する光を、光検出器によって検出することと
　が可能であるように配置されることを特徴とする、項目１～３のうちのいずれか一項に
記載の遠心分離機。
（項目５）
　前記試料の前記分離の進展を制御する前記手段は、該試料が検出可能となるように遠心
分離中に進入することができる、前記ベースプレートまたは前記カバープレート内に位置
するチャネルまたは間隙に配置されることを特徴とする、項目１～４のうちのいずれか一
項に記載の遠心分離機。
（項目６）
　前記分離の進展を検出する前記手段は、回転容器の回転軸に対して本質的に垂直に、該
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回転容器に位置することを特徴とする、項目１～５のうちのいずれか一項に記載の遠心分
離機。
（項目５）
　前記チャネルまたは間隙は、前記ベースプレートまたは前記カバープレートの前記回転
軸に位置する領域から該ベースプレートまたは該カバープレートの周囲に位置する領域ま
で、放射状に延在するように配向されることを特徴とする、項目４に記載の遠心分離機。
（項目６）
　前記試料の前記分離の進展を制御する前記手段は、光源からの光が、該試料の少なくと
も一部を透過させられることができるように位置する、窓、鏡、またはプリズムであり、
該窓、鏡、またはプリズムから出る該光は、各々、光検出器によって検出可能であること
を特徴とする、項目１～５のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機。
（項目７）
　前記窓、プリズム、または鏡は、前記チャネルまたは間隙を覆うように配置されること
を特徴とする、項目１～６のうちのいずれか一項に記載のシステム。
（項目８）
　前記チャンバは、細胞の培養のための容器としての機能を果たすことができるように構
成されることを特徴とする、項目１～７のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機。
（項目９）
　前記チャンバは、その上で細胞を増殖させるための少なくとも１つの層を備えることを
特徴とする、項目１～８のうちのいずれか一項に記載のシステム。
（項目１０）
　前記チャンバは、使い捨てであるか、および／または、滅菌することができることを特
徴とする、項目１～９のうちのいずれか一項に記載のシステム。
（項目１１）
　前記チャンバは、プラスチック、ポリスチロール（ＰＳ）、ポリスチレン、ポリ塩化ビ
ニル、ポリカーボネート、ガラス、ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリメチル
メタクリルレート（ＰＭＭＡ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリテトラフ
ルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）、シリコーンから成る群
より選択される、材料を備えるか、または材料で作ることができ、該チャンバはまた、ポ
リエチレン（ＰＥ）、コラーゲン、キチン、アルギン酸塩、ヒアルロン酸誘導体、ポリラ
クチド（ＰＬＡ）、ポリグリコリド（ＰＧＡ）、およびそれらの共重合体、ポリスチロー
ル（ＰＳ）、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリアクリレート、セラミック、ハイド
ロキシアパタイト（ＨＡ）およびリン酸カルシウムのようなガラス材料、および上記の材
料のうちの１つ以上を備える組成物で作ることもできることを特徴とする、項目１～１０
のうちのいずれか一項に記載のシステム。
（項目１２）
　少なくとも２つの成分に分離されることができる試料を提供することと、
　項目１～１１のうちのいずれか一項に記載の遠心分離機の中で該試料を遠心分離するこ
とと
　を含む、試料を少なくとも２つの成分に分離するための方法。
（項目１３）
　特に、前記試料の層の形成、ｐＨ値の変化、および／または温度の変化を検出すること
によって、前記分離の進展を検出することをさらに含む、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　前記試料は、血液、骨髄、細胞、細胞および／または細胞成分を含む組成物、または類
似物等の生体試料である、項目１２または１３に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施形態による、遠心分離機のチャンバを図示する。
【図１Ａ】図１Ａは、光源と、チャンバの中の試料分離の進展を検出するための検出器と
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を伴う、本発明の実施形態による、遠心分離機のチャンバを図示する。
【図２】図２は、本発明の実施形態による、遠心分離機の処理チャンバの断面図を示す。
【図２Ａ】図２Ａは、本発明の実施形態による、処理チャンバの平面図を図示する。
【図３】図３は、本発明の別の実施形態による、処理チャンバの断面図を図示する。
【図３Ａ】図３Ａは、図３に示されるような処理チャンバの一部分の集中図を図示する。
【図４】図４は、本発明のさらに別の実施形態による、処理チャンバの断面図を図示する
。
【図４Ａ】図４Ａは、ガス送達用の開口部と、結合疎水性膜とを伴う、処理チャンバの底
部の図を示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、チャンバの底部に結合された膜を通した通気用のらせん状チャネル
を伴う、処理チャンバの底部の実施形態を示す。
【図５】図５は、プリズムの形である、試料の分離の進展を検出するための手段を伴う、
遠心分離中に試料が流れるチャネルまたは間隙を伴う回転チャンバ用の蓋の内側の図を示
す。
【図６】図６は、プリズムによる試料を通る光の経路を示す。プリズム（二重プリズム）
は、光源からの光が、遠心分離を通して分離されている試料の少なくとも一部を、少なく
とも部分的に貫通することができ、試料の少なくとも一部を通過する光を、光検出器によ
って検出することができるように、構成される。
【図７】図７は、回転チャンバの蓋に位置するリブの一部である、二重プリズムを示す。
【図８】図８は、本発明の実施形態による、遠心分離機を伴うシステムを図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明は、試料を少なくとも２つの成分に分離する遠心分離機を提供する。そのような
遠心分離機は、遠心分離される試料を受容するチャンバまたは処理チャンバと、チャンバ
に位置する試料分離の進展を制御する手段とを備える。
【００１９】
　ここで図１～４を参照して、処理ユニット（以下を参照）の一部であってもよい、試料
チャンバまたはチャンバをさらに説明する。
【００２０】
　図１を参照して、本発明の実施形態による遠心分離機の処理チャンバを説明する。チャ
ンバ１７０は、上方部分１７２と、下方部分１７４と含み、回転軸１７６と、チャンバ１
７０の１つ以上の内部区画に流体接続される流体ポートまたはライン接続１７６、１７８
を伴う。上方部分１７２は、回転軸１７６に位置する領域から上方部分１７２の周囲に位
置する領域まで広がり、実質的に放射状に延在するように配向される支持構造１８２、な
らびに、窓またはプリズム１８８を通して可視的な少なくとも一部分を含むことができる
チャネル１８６を含む、構造１８４を含む。チャネル１８６は、チャンバ１７０の中の試
料格納区画に流体連結し、試料処理の外部監視または検出のために構成することができる
。例えば、チャネル１８６の中の流体中の成分（例えば、細胞）は、処理ステップ中に可
視的に分離されてもよく、それにより、チャンバの１つ以上の内部区画の中の細胞または
試料成分の分離を表示する。回転手段または軸受１８０は、軸１７６の周りでのチャンバ
１７０の回転運動を提供する。
【００２１】
　チャンバ１７０はさらに、優先的に滅菌疎水性膜またはタンポンを備える、少なくとも
１つの通気口を備えてもよい。好ましくは、これらの膜またはタンポンは、チャンバの最
上部または底部に位置してもよい。チャンバの少なくとも１つの通気口には、チャンバ内
の圧力を変更することなく、または空気あるいはガスの交換用のさらなる入口および／ま
たは出口ポートを提供することなく、チャンバ内の体積を変更することができるという特
有の利点がある。
【００２２】
　当該技術分野で公知の遠心分離機は、バッチ式遠心分離を可能にし、すなわち、低減ま
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たは濃縮される試料の体積がチャンバよりも大きければ、濃縮生成物を受容するために、
いくつかの遠心分離ステップが必要である。本発明の一実施形態では、システムは、連続
遠心分離を可能にする。試料、媒体、ガス、および他の材料は、遠心分離過程を止めて、
遠心分離機を補充する（バッチ式遠心分離）ことなく、例えば、入口および出口ポート（
例えば、図１：入口ポート１７８および出口ポート１８０）を通して、システムに進入お
よび退出することができる。これは、試料の連続濃縮を可能にし、生成物は、遠心分離の
終わりに一度だけ除去されてもよく、したがって、付加的な取り扱いによる潜在的な汚染
を回避する。
【００２３】
　図１ａでは、回転容器または遠心分離チャンバ５００が示されている。回転チャンバ5
００の底部では、少なくとも１つのセンサパッド５０４を備える、顕微鏡焦点領域５０５
が配置される。回転チャンバ５００より下では、顕微鏡光学部５０１と、光学部の焦点を
合わせるための顕微鏡駆動モータ５０２とを備える、顕微鏡カメラモジュール５０３が位
置する。顕微鏡光学部５０１は、自動的に焦点を合わせ、遠心分離中に少なくとも２つの
成分に分離されている試料を検出することができるように構成される。それにより、遠心
力によってチャンバ５００内の分離された試料によって形成される、異なる層を検出する
ために、顕微鏡カメラモジュール５０３を使用することができる。加えて、試料成分のｐ
Ｈ値を測定することができる。この目的で、存在するｐＨ値に応じて色を変化させるイン
ジケータが、チャンバ５００内で使用される。さらに、外側から顕微鏡カメラモジュール
５０３によって位置を検出することができるように、チャンバ内に配置される液晶を使用
して、チャンバの中の試料の温度が測定されることが可能である。それにより、チャンバ
５００内の温度を測定することができる。
【００２４】
　顕微鏡カメラモジュール５０３が可動式に載置されることができるので、異なるセンサ
パッド５０４における顕微鏡光学部５０１が、チャンバ５００の壁の中に位置した状態で
、モジュール５０３を方向付けることができる。これは、チャンバ５００の中で形成され
た種々の層の検出、またはチャンバ５００内の異なる位置でのｐＨまたは温度の検出を容
易にする。
【００２５】
　図２は、本発明の実施形態による、試料処理チャンバの断面図を示す。チャンバ１９０
は、上方部分１９２および基礎部分１９４と、１つ以上の内部区画とを含む。チャンバ１
９０は、チャンバ内の１つ以上の区画の中に配置された試料に遠心力を作用させるために
、軸の周りを回転するように構成され、それにより、試料の少なくとも２つの成分を分離
する。チャンバは、チャンバの少なくとも１つの区画に流体接続される中央ライン１９６
を含む。チャンバ１９０の構成要素はさらに、外側ライン１９８と、回転軸受２００と、
回転シール２０２、２０４、２０６と、チャンバへの外側入力ライン２０５と、下部放射
状チャネル２０８と、チャンバ区画への内側ライン入口２１０と、斜面２１２と、偏向器
２１４とを含む。チャンバ保持器２１６が含まれ、本発明のシステムの他の構成要素との
チャンバ１９０の確実な配置／連結のために構成される。
【００２６】
　遠心分離チャンバ１９０は、好ましくは、選択的に２つの流体ラインを有するか、好ま
しくは２つの流体ラインを有する、回転シールを備える。流体ラインは、異なる位置でチ
ャンバ１９０に進入することができる。例えば、上方部分１９２（蓋）の外周に第１の流
体ラインを配置することが可能である。第２の流体ラインが、さらに内側、例えば、チャ
ンバ１９０の中心にさらに向かって２ｍｍから２０ｍｍまでの範囲で配置されることがで
きる。選択的に、通気口が、例えば、膜の形で、上方部分１９２に位置することができる
。
【００２７】
　概して、遠心分離チャンバの穴またはライン入口等の開口部の位置は、特定の試料の遠
心分離に最適であるように構成することができる。特定の試料の成分および試料中の各成
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分の相対体積に応じて、特定の成分の除去および／または検出を達成することができるよ
うに、開口部を配置することができる。
【００２８】
　図２Ａは、チャンバ２０１の平面図を図示する。チャンバ２０１は、内側ライン２０３
と、下部放射状チャネル２０５と、チャンバへの内側ライン入口２０７と、選択的に、偏
向器２０９と、斜面２１１と、光経路とを含む。
【００２９】
　図３は、本発明の別の実施形態による、チャンバの断面図を図示する。チャンバ２２０
は、その周りをチャンバが回転する軸と、中央ライン接続２２２および外側ライン接続２
２４と、１つ以上の内部区画とを含む。さらに、回転軸受２２６、ならびに回転シール２
２８、２３０、２３２、内側チャネル２３４、光学検出チャネル２３６（上記と同様）、
チャンバへの内側ライン入口２３８、内側ライン２４０、下部放射状チャネル２４２が図
示されている。チャンバはさらに、内側補強２４６と、チャンバ保持器２４８とを含む。
図３Ａは、上記で説明されるようなチャンバ２２０の一部分に焦点を合わせた図を図示す
る。光学検出チャネル２３６、プリズム２３７、および光経路２３９（矢印によってさら
に示される）が示されている。光源（図示せず）からの光が、遠心分離中に試料で充填さ
れるチャネル２３４を通過するように、プリズム２３７によって方向付けられることが分
かる。チャネル２３４から退出する光は、プリズム２３７によって再方向付けされ、検出
器（図示せず）によって検出されることができる。
【００３０】
　図４Ａに示される本発明の別の実施形態では、遠心分離機のチャンバの底部は、疎水性
膜２９２で覆われてもよい、１つ以上の開口部２９１を保有することができる。これらの
開口部２９１は、例えば、細胞培養過程のために、チャンバの中へガス（ＣＯ２、Ｎ２、
Ｏ２等）を送達するために使用される。膜は、チャンバとの滅菌接続を確保する態様で、
チャンバの底部に接着されるか、または、熱的に、あるいは超音波で結合されるか、また
は他の手段で結合されることができる。
【００３１】
　本発明の別の実施形態（図４Ｂ）では、チャンバの底部は、ガス流のためのチャネル、
例えば、らせん状システム２９３として組み立てられるチャネルのシステムを有すること
ができ、このシステムは、ガスとチャネル（図示せず）を覆って結合される膜との間に広
い接触面積を確保する。チャネルシステムは、少なくとも１つの入力（開口部）２９４と
、オプションのガス用の出力（開口部）２９５とを保有する。
【００３２】
　図１－４Ａのチャネルの入口またはポートは、数およびチャネル内の場所が異なっても
よい。
【００３３】
　図４は、本発明の別の実施形態による、チャンバの断面図を図示する。チャンバ２５０
の構造は、上記で説明されたようなチャンバと多くの点で同様であるが、複数の層状構造
２５２をさらに含む。層状構造２５２は、細胞培養の構造または層を提供するように構成
されることができる。使用中、細胞を含む試料をチャンバに導入され、層２５２を越えて
流されることができる。分離処理は、層に付着する細胞が、層に対する親和性が少ない細
胞から分離されるように、チャンバの回転を含むことができる。断続的な回転および／ま
たは回転中の中断は、分離処理のために、層状構造２５２の表面から培養細胞をさらに分
離することができる。チャンバはさらに、図示された中央ライン２５１と、外側ライン２
５３と、軸受２５５と、回転シール２５７と、チャンバへの外側ライン入口２５９と、上
方部分２６１と、内側チャネル２６３と、基礎部分２６５と、保持器２６７と、下部放射
状チャネル２６９と、チャンバへの内側ライン入口２７１とを含む。
【００３４】
　本明細書で説明されるようなチャンバは、種々の材料を備えてもよく、または種々の材
料で作られてもよい。好ましい実施形態では、プラスチック、ポリスチロール（ＰＳ）、
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ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ポリカーボネート、ガラス、ポリアクリレート、ポリア
クリルアミド、ポリメチルメタクリルレート（ＰＭＭＡ）、および／またはポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）のような、透明材料が使用される。ポリテトラフルオロエチレ
ン（ＰＴＦＥ）および／または熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）、シリコーン、または上
記の材料のうちの１つ以上を備える組成物。チャンバはまた、ポリエチレン（ＰＥ）で作
ることもできる。好ましい実施形態では、チャンバの中の層は、コラーゲン、キチン、ア
ルギン酸塩、および／またはヒアルロン酸誘導体を備えるか、またはそれで作られる。生
分解性である、ポリラクチド（ＰＬＡ）、ポリグリコリド（ＰＧＡ）、およびそれらの共
重合体も可能である。代替として、ポリスチロール(ＰＳ)、ポリスチレン、ポリカーボネ
ート、ポリアクリレート、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリメチルメタクリルレート（ＰＭＭ
Ａ）、および／またはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等の、非生分解性材料を使
用することができる。ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）および／または熱可塑性
ポリウレタン（ＴＰＵ）も使用することができる。他の代替案は、セラミックと、ハイド
ロキシアパタイト（ＨＡ）またはリン酸カルシウムのようなガラス材料とを含む。チャン
バの中の層は、固体材料または有孔性となり得る。
【００３５】
　好ましい実施形態では、チャンバは、直径が２ｃｍから５０ｃｍまで、高さが５ｍｍか
ら５０ｃｍまでの寸法を有する。遠心分離は、最大１０００ｘｇにおいて優先して実行さ
れる。層の数および層の間の距離は、可変である。好ましい実施形態では、チャンバは、
試料が遠心分離されるための適切な温度を提供するように、加熱および冷却することがで
きる。この目的で、加熱および／冷却手段は、チャンバに、またはチャンバの周辺に位置
することができる。
【００３６】
　遠心チャンバの中の光学層の検出を、図５－７において詳細に示す。
【００３７】
　図５に示される円筒形状の遠心分離機チャンバは、平坦な頂面上に１つ以上のいくつか
の安定化リブ８０５を携持し得る蓋８００によって、その上側の限界とされる。これらの
放射状リブ８０５のうちの少なくとも１つは、蓋８００が遠心分離機チャンバに取り付け
られると、遠心分離機の内部体積に開口する狭い間隙またはチャネル８０１を覆う。間隙
８０１は、蓋内面から、蓋８００を数ミリメートル通ってリブ８０５の中へ、軸方向に延
在する。したがって、それは、透明材料が使用されると、リブ８０５内の外側から可視的
であってもよい。放射方向に拡張して、間隙８０１は、中心付近から、円筒形状の遠心分
離機壁（図５）まで到達する。
【００３８】
　遠心分離中に、遠心分離機チャンバ全体におけるのと同じ力が、間隙８０１内に作用す
る。リング形状の隣接する懸濁層が、間隙８０１の中へと並列に伸張し、外部光学センサ
によって十分に検出可能である、クロスカットされた薄い層のような、軸方向に起立した
隣接する薄い領域として表示されている。
【００３９】
　間隙８０１の幅は、自由に決定されることができるが、間隙の中の全ての層関連領域の
透過光分析にとって十分に小さい必要がある。それにより、光透過測定を介して外側から
「非接触」方式で、遠心分離機チャンバの中の全ての懸濁層の光学密度および色を定量化
することが可能である。
【００４０】
　垂直の照明およびセンサの位置が、間隙の中の層の運動を観察できるようにするために
、リブに、例えば、リブの両側に、プリズムを追加することができ、それは、透明な筐体
材料自体によって行われてもよい。
【００４１】
　プリズム８１０は、間隙（水平）を通る垂直の生成された照明光線を屈折させて、最上
部まで戻し、再び垂直させる（図６）。遠心分離中に、同期の位置の誘起された電子閃光
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が、プリズム８１０の片側、例えば、左プリズムの中へ光を透過させ、屈折によって間隙
を照射することができる。透過結果は、プリズム８１０の反対側、例えば、右プリズムに
よって屈折させられて、おそらくは最上部の上部閃光源に隣接している、垂直に載置され
たカメラに戻される。結果として生じる光学センサユニットは、反射センサのように扱い
やすいが、同時に、完全透過測定を可能にする。
【００４２】
　プリズムの角度の配設は、照明閃光ビームに対するプリズム内面上での「全反射」を確
保し、光源とカメラとの間で外面上での直接反射を回避する。したがって、鏡面被覆の必
要性がなく、設備の手直しが必要とされることなく、射出成形技術を使用することができ
る（図７）。
【００４３】
　一実施形態では、本発明の遠心分離機は、参照することにより本明細書に組み込まれる
、ＥＰ０８６９８３８Ｂ１から知られるような、試料処理システムの一部となり得る。
【００４４】
　そのような試料処理システムは、試料分離システムおよび試料処理技法の両方を統合す
る。システムは、磁気に基づいた分離等の分離方法の前に、ある処理ステップを行うよう
に構成される試料処理ユニットを含むことができる。そのようなものとして、本発明は、
複合の試料処理システムと試料分離システムとを含むことができる。試料処理システムま
たはユニットは、細胞の培養、洗浄、調製、インキュベーション、標識化、および同等物
等の、試料処理を提供することができる。加えて、試料処理システム／ユニットは、遠心
分離に基づいた分離技法を含むことができ、その場合、試料から少なくとも第１の成分お
よび第２の成分を分離するよう、遠心力が試料に作用させられる。
【００４５】
　このようにして、本発明のシステムは、典型的には、試料処理ユニットおよび試料分離
ユニットの両方を含む。本発明の複合処理／分離システムは、密度に基づいた分離、免疫
親和性分離、免疫磁気を含む磁気分離、細胞培養／刺激／活性化、洗浄、または最終処方
ステップを含む、種々の複合した細胞処理ステップを自動的に行うようにプログラムする
ことができる、閉システムを含むことができる。本発明は、ユーザのエラーを最小化し、
無菌状態を維持し、手動の相互作用をほとんど、または全く用いずに複合した細胞処理ス
テップを行い、感染性物質を処理する時に操作者の暴露を最小化する、システムを提供す
る。臨床での、または手術室の中での処理が可能である。デバイスは、患者に接続された
状態で操作することができ、例えば、患者から得られた骨髄は、管類セットの投入バッグ
の中へ直接、処理されてもよい。そこから、例えば、骨髄を処理する、すなわち、少なく
とも２つの成分に分離することができる。
【００４６】
　したがって、図８を参照して、そのような試料処理システムの実施形態を説明する。図
示されるように、処理システムは、種々の連結された構成要素、流量チャネル、緩衝剤、
試薬等を含む。多数の構成が利用可能であり、現在の構成は、例示目的で提供されている
ことが理解されるであろう。図８を参照すると、構成要素は、システム緩衝剤３００と、
スパイクポート３０１と、滅菌フィルタ３０２と、プラズマ／処理中バッグ３０３と、磁
気標識試薬容器３０４と、スパイクポート３０５と、磁気試薬滅菌フィルタ３０６と、滅
菌フィルタ３０７と、緩衝剤／媒体バッグ３０８と、細胞培養培地ポートと、補助ポート
３０９と、下向きの単一方向弁３１０と、上向きの単一方向弁３１１と、試料バッグ３１
２と、試料バッグコネクタ３１３と、試料フィルタ３１４と、試料ポート３１５と、フィ
ルタ３１６と、分離前フィルタ３２０と、処理中貯蔵バッグ３２１と、磁気分離カラム３
２２と、廃棄物バッグ３２３と、体積縮小ユニット３２４と、陽性留分バッグ３２５と、
陰性留分バッグ３２６と、滅菌空気フィルタ３２７と、ポンプ３２８と、圧力センサ１へ
の空気フィルタ３２９と、圧力センサ２への空気フィルタ３３０と、試料／細胞処理ユニ
ット３３２とを含む。
【００４７】
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　（実施例：細胞培養）
　本発明の遠心分離チャンバは、細胞培養フラスコまたはバッグと同様に、細胞の培養に
使用することができる。
【００４８】
　３．２Ｅ５／ｍｌのヒト細胞株Ｋ５６２を、１０％ウシ胎仔血清が補充されたＲＰＭＩ
１６４０細胞培養培地の３０ｍｌの体積中で、遠心分離チャンバに塗布した。チャンバは
、５％ＣＯ２のＣＯ２インキュベータの中に入れた。２４、４８、および７０時間後に、
細胞計数および細胞生存のために内容物のアリコートをチャンバから除去した。播種した
細胞は、８０％、９５％、および９５％生存率で、４．１Ｅ５／ｍｌ、６．４Ｅ５／ｍｌ
、および９．２Ｅ５／ｍｌの生存細胞に拡大した。

【図１】 【図１Ａ】
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【図２】 【図２Ａ】

【図３】 【図３Ａ】
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【図４Ｂ】

【図５】

【図６】

【図７】
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